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９
月
か
ら
始
ま
っ
た
２
カ
月
に

お
よ
ぶ
秋
の
拡
大
月
間
も
、
３
８

９
人
を
拡
大
し
、
見
事
６
０
０
０

人
超
え
、
６
０
０
６
人
の
支
部
を

実
現
し
て
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
協
力
・

奮
闘
が
な
け
れ
ば
な
し
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
大
き
な
数
字
で

す
。思

え
ば
、
１
９
９
４
年
に
５
０

０
０
人
支
部
を
突
破
し
て
以
来
、

１５
年
。
支
部
大
会
で
の
「
６０
周
年

を
６
０
０
０
人
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
有
言
実
行
し
、
６０
周
年
を

記
念
す
る
年
に
６
０
０
０
人
を
突

破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奥
戸
分
会
で
は
、
３８
人
の
目
標

に
対
し
て
、
１
人
超
過
の
３９
人
を

拡
大
し
た
の
を
は
じ
め
、
各
分
会

が
奮
闘
し
ま
し
た
。
東
新
小
岩
分

会
で
も
、
目
標
と
し
て
い
た
４
０

０
人
分
会
達
成
と
い
う
成
果
も
な

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
不
況
で
厳
し
い
状
況
で
あ

り
な
が
ら
各
分
会
の
頑
張
り
で
、

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
期
待
で
き
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

○
全
支
部
拡
大
率
…
１
位

○
全
支
部
拡
大
数
…
４
位

１１
月
１４
日
に
は
、
日
暮
里
の
ホ

テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
、
６０
周
年

記
念
行
事
を
盛
大
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

全
国
建
設
総
連
合
の
第
５０
回
大

会
が
東
京
有
楽
町
の
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、
初
日
３
０
０
０
人
を
超

え
る
参
加
で
、
１０
月
２１
日
よ
り
３

日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
、
東
京
土
建
は
１
５
０
０

人
を
超
え
る
参
加
を
し
、
葛
飾
支

部
も
５５
人
の
参
加
で
総
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
５０
年
の
歩
み
を
祝

う
と
共
に
、
昨
今
の
情
勢
、
基
本

方
針
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

現
役
大
臣
も
参
加

各
地
域
で
の
活
動
報
告
で
は
、

特
に
近
年
運
動
の
柱
の
１
つ
「
公

契
約
条
例
制
定
運
動
」
の
先
陣
を

き
っ
て
、
千
葉
県
野
田
市
が
制
定

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
全
体
が

大
き
な
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５０
回
を
数
え
る
大
会
で

初
め
て
現
役
大
臣
が
２
人
（
仙
石

・
長
妻
大
臣
）
が
来
賓
と
し
て
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

ハハ
ガガ
キキ
書書
いい
てて

今
月
・
来
月
は
、
財
務
省
あ

て
の
ハ
ガ
キ
要
請
に
協
力
を
。

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ

補補
助助
知知
っっ
てて
まま
すす
かか
？？

今
年
度
に
限
り
予
防
接
種
の

補
助
が
２
回
申
請
で
き
ま
す
。

こ
の
１１
月
は
、
特

に
葛
飾
に
と
っ
て
は

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
一

ヶ
月
か
な
？

８
日
に
は
、「
区

議
会
議
員
選
挙
と
区

長
選
挙
」が
あ
っ
た
り
、そ
し
て
、

そ
の
同
じ
日
に
は
、
代
々
木
公
園

で
、「
１１
・
８
国
民
大
集
会
」（
社

会
保
障
と
税
金
要
求
実
現
）
が
分

会
２
％
で
集
会
及
び
デ
モ
行
進
が

あ
り
ま
す
。

１１
月
１４
日
は
「
支
部
結
成
６０
周

年
記
念
祝
賀
会
（
兼
拡
大
打
上

式
）」
を
日
暮
里
の
ホ
テ
ル
ラ
ン

グ
ウ
ッ
ド
で
支
部
６
０
０
０
人
達

成
で
開
催
を
し
ま
す
。

そ
の
翌
日
の
１５
日
に
は
、
青
戸

の
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
に
て

０９
年
度
２
回
目
の
「
支
部
健
康
診

査
」が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
と
、
今
一
番
気
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
・
・
・
。

そ
う
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
の
対
処
だ
と
思
い
ま
す
が
。

一
番
初
め
の
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

が
、
医
療
関
係
で
し
た
が
、
充
分

に
接
種
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、

・
・
・
次
に
予
定
を
さ
れ
て
い
る

「
妊
婦
と
３
歳
ま
で
の
子
供
」
に

つ
い
て
も
、
数
量
が
不
足
を
し
て

い
る
み
た
い
で
、
建
設
労
働
者
に

ま
わ
っ
て
く
る
の
は
い
つ
に
な
る

こ
と
か
・
・
・
。
せ
っ
か
く
、
先

月
か
ら
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
」
が
土
建
国
保
の
加
入

組
合
員
さ
ん
は
、
再
度
２
回
ま
で

保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

に
、
働
く
労
働
者
は
、
こ
の
「
不

況
」と「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

の
事
で
、
頭
が
一
杯
で
す
。

一
日
も
早
く
、
住
み
よ
い
環
境

に
な
る
事
を
願
い
つ
つ
、
日
々
努

力
し
て
い
る
、
今
日
こ
の
頃
で

す
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２００９年１０月１日現在 ５７３８人
加 入 ３０７人
転 入 ２人
脱 退 ３９人
転 出 ２人

２００９年１１月１日現在 ６００６人

２００９年
１月１日付 目標 加入者 １１月１日付人員

拡大結果（１１月２日付）

２０ ４０ ６０ ８０ １００

新 小 岩 １４４ ５ ７ １５１ １４０％ ☆

西新小岩 １３０ ７ １０ １３８ １４３％ ☆

東新小岩 ３８１ ２７ ３２ ４０１ １１９％ ☆

奥 戸 ５３２ ３８ ３９ ５６２ １０３％ ☆

本 田 ２０６ １１ １１ ２０７ １００％ ☆

立 石 １８０ １０ １０ １８９ １００％ ☆

青 戸 ２３８ １５ １６ ２５２ １０７％ ☆

お花茶屋 ２０６ ８ １０ ２２２ １２５％ ☆

堀 切 ３１６ １５ １８ ３３０ １２０％ ☆

二 葉 ２６２ ２ １３ ２６３ ６５０％ ☆

西亀有① １９０ １７ １１ １８９

西亀有② １１１ ４ ６ １１３ １５０％ ☆

亀 有 ２６２ １８ ２０ ２７８ １１１％ ☆

細 田 ２４６ ２０ ２０ ２４９ １００％ ☆

高 砂 ２６４ １７ １８ ２７０ １０６％ ☆

柴 又 ２６０ ２４ １６ ２６４

新 宿 ２１７ １３ １３ ２１３ １００％ ☆

金 町 １７６ １５ １５ １８８ １００％ ☆

東 金 町 １９３ １４ １９ ２０１ １３６％ ☆

東 水 元 ３１１ ２２ ２３ ３２３ １０５％ ☆

北 水 元 ２５７ １８ １９ ２７２ １０６％ ☆

幸 田 ２４２ １８ １８ ２６１ １００％ ☆

飯 塚 ２００ １０ １２ ２０９ １２０％ ☆

そ の 他 ２５２ １８ １３ ２６１

合 計 ５７７６ ３６６ ３８９ ６００６ １０６％ ☆

全
建
総
連
５０
回
大
会

�
�
�
�
人
超
の
参
加
者

秋
の
拡
大
月
間

全
都
で
拡
大
率
�
位
！

１８人の拡大目標を達成した幸田分会の皆さん
中央が伊藤分会長

大会で披露されたはしご乗り

６６００００００人人をを達達成成 拡拡大大月月間間のの結結果果

６５％

６７％

７２％

第６４０号建 設 者２００９年１１月１６日（１）



飯 塚

一
泊
で諏

訪
湖
へ

東新
小岩

地
曳
網
を
体
験

秋
晴
れ
の
空
の
も
と
、
１０
月
１８

〜
１９
日
、
恒
例
の
飯
塚
分
会
バ
ス

旅
行
が
諏
訪
湖
へ
向
け
て
出
発
。

バ
ス
の
中
は
宴
会
と
歓
談
が
始
ま

り
大
笑
い
の
連
続
。
身
延
山
・
久

遠
寺
で
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山
頂

へ
。諏

訪
湖
を
望
む
絶
景
の
展
望
温

泉
の
宿
で
一
泊
し
宴
会
は
組
合
員

さ
ん
の
太
鼓
で
開
会
。
ダ
ン
ス
や

カ
ラ
オ
ケ
で
大
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。
２
日
目
は
い
よ
い
よ
天
竜
川

の
舟
下
り
、
救
命
具
の
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
つ
け
約
７
キ
ロ
を
飛
び
散
る

し
ぶ
き
と
手
漕
ぎ
舟
の
情
緒
を
味

わ
い
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
ビ
ン

ゴ
を
楽
し
み
、
秋
の
拡
大
も
達
成

し
よ
う
！
と
、
参
加
者
２６
人
は
家

路
に
つ
き
ま
し
た
。

【
東
新
小
岩
教
宣
部
・
佐
々
木

経
昌
】
秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

は
、
１０
月
１１
日
（
日
）
岩
井
海
岸

で
の
地
曵
き
網
を
組
合
員
と
そ
の

家
族
４６
人
の
参
加
（
西
新
小
岩
分

会
５
人
と
支
部
書
記
１
人
参
加
含

む
）
で
行
い
ま
し
た
。

朝
か
ら
晴
天
で
、
絶
好
の
行
楽

日
和
。
出
発
後
の
車
中
で
は
、
拡

大
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
参
加
者
に
訴

え
、
二
葉
分
会
の
神
宮
さ
ん
の
お

孫
さ
ん
の
葵
ち
ゃ
ん
と
楓
ち
ゃ
ん

姉
妹
の
Ｃ
Ｄ
を
聞
き
、
ヒ
ッ
ト
を

祈
り
、
ま
た
一
杯
と
盛
り
上
が
る

中
、予
定
通
り
岩
井
海
岸
に
到
着
。

さ
っ
そ
く
、
地
曵
き
網
体
験
を

行
う
も
思
っ
た
ほ
ど
の
漁
の
収
穫

（
い
な
だ
、
さ
ば
、
そ
の
他
、

少
々
）
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昼
食
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
、
も

ち
ろ
ん
網
で
捕
れ
た
魚
の
さ
し
み

で
飲
食
。

帰
路
は
城
山
公
園
散
策
後
、
車

内
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
な
が
ら
、
長
時
間
バ
ス

に
揺
ら
れ
、
午
後
８
時
半
頃
、
無

事
出
発
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

１０
月
１７
日
（
土
）、
１８
日
（
日
）

に
南
綾
瀬
地
区
セ
ン
タ
ー
で
、
毎

年
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
地
区

セ
ン
タ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
西
亀
有
第
一
分
会
（
の
べ
２５

人
）
が
参
加
を
し
、
ま
つ
り
の
中

で
小
学
生
を
対
象
に
し
た
工
作
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
２

日
間
行
っ
た
工
作
教
室
で
、
１
０

０
人
を
超
え
る
親
子
連
れ
が
来

場
。
本
立
て
・
銅
版
表
札
の
工
作

に
挑
戦
し
、
２
作
品
と
も
や
っ
て

み
た
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
ほ
ど

の
大
盛
況
の
中
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

西
亀
有
第
一
分
会
の
組
合
員
の

方
々
に
は
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

錦
糸
町
駅
頭
で
宣
伝

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
訴
え

１０
月
１６
日
錦
糸
町
駅
前
に
て
、

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
根
絶
駅
頭
宣
伝

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
１０
月
２
日

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
じ
ん
肺
キ
ャ

ラ
バ
ン
と
合
わ
せ
た
行
動
と
な

り
、
当
日
の
午
後
に
は
国
会
請
願

行
動
も
行
い
ま
し
た
。

駅
頭
宣
伝
に
は
東
部
・
江
東
ブ

ロ
ッ
ク
８
支
部
か
ら
参
加
者
４０

名
、
葛
飾
支
部
か
ら
は
５
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
現
状
や
現
在
闘
争
中
の
裁

判
の
状
況
、
こ
れ
以
上
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
を
広
が
ら
な
い
よ
う
に
、

署
名
行
動
と
ビ
ラ
を
配
布
し
被
害

根
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

拡
大
も
無
事
６
０
０
０
人
を
実

現
し
、
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
た
と
こ

ろ
で
は
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

ど
け
ん
火
災
共
済
は
、
１１
月
ま
で

加
入
促
進
月
間
で
す
。

冬
場
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。

も
し
も
の
時
の
備
え
は
十
分
で
す

か
？
今
な
ら
、
新
規
に
加
入
し
た

方
・
新
規
に
引
き
落
と
し
の
口
座

登
録
し
た
方
に
は
、
ク
オ
カ
ー
ド

（
５
０
０
円
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
年
間
掛
金
３
０
０
０
円
で
、
家

財
の
補
償
５
０
０
万
円（
木
造
）。

鉄
筋
は
半
額
に
な
り
ま
す
。（
鉄

骨
は
木
造
扱
い
で
す
）

詳
し
く
は
、
支
部
へ
連
絡
を
。

【
主
婦
の
会
・
教
宣
部
・
大
山

艶
子
】
主
婦
の
会
恒
例
「
ヘ
ル
シ

ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」
が
１１
月
１
日

（
日
）の
ウ
イ
メ
ン
ズ
パ
ル
を
最
後

に
、
４
会
場
と
も
す
べ
て
終
了
。

今
回
は
同
じ
素
材
で
「
親
子
の

お
弁
当
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り

組
み
ま
し
た
。
同
じ
肉
巻
き
で
も

子
ど
も
向
け
に
パ
イ
ン
を
使
い
味

付
け
を
変
え
、
や
は
り
栄
養
士
さ

ん
に
教
わ
る
と
違
い
ま
す
。

８
種
類
も
の
お
か
ず
が
出
来
上

が
り
、
楽
し
そ
う
に
色
と
り
ど
り

そ
れ
ぞ
れ
詰
め
合
わ
せ
。
な
か
な

か
楽
し
そ
う
で
し
た
。
ひ
と
つ
は

試
食
、
も
う
ひ
と
つ
は
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
に
。

お
嫁
さ
ん
や
高
校
生
の
娘
さ
ん

と
参
加
と
い
う
方
も
い
て
好
評
で

し
た
。
で
も
、
最
後
に
は
「
こ
れ

だ
け
作
る
に
は
何
時
に
起
き
れ
ば

い
い
の
か
な
？
」（
笑
）

月間目標 ７～１１月 目標数（１１月４日付）

新 小 岩 ７ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

西新小岩 ７ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

東新小岩 １０ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

奥 戸 １０ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本 田 ☆ ７ ● ● ● ● ● ● ●

立 石 ７ ● ● ● ● ○ ○ ○

青 戸 ７ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

お花茶屋 ７ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

堀 切 １０ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二 葉 １０ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西亀有① ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西亀有② ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

亀 有 １０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

細 田 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高 砂 １０ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

柴 又 １０ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新 宿 ☆ ７ ● ● ● ● ● ● ●

金 町 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東 金 町 ７ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

東 水 元 １０ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

北 水 元 ☆１０ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

幸 田 ７ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

飯 塚 ７ ● ● ● ○ ○ ○ ○

そ の 他 ７ ● ● ● ○ ○ ○ ○

合 計 １９５ ６９

火火災災共共済済促促進進月月間間表表

拡拡大大だだけけじじゃゃなないいよよ

月月間間中中もも分分会会レレククやや工工作作教教室室もも開開催催
諏諏 訪訪 湖湖 岩岩 井井 海海 岸岸 工工 作作 教教 室室

西亀①
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
参
加

１００
人
以
上
の
来
場
者

ど
け
ん

火
災
共
済

本
田
・
新
宿
・
北
水
元
は
早
く
も
！

主婦の会
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

４
会
場
で
好
評
で
し
た

高砂分会の槇木さん

８種類の盛りだくさんのおかず

参加者全員が熱心に作りました

多くの来場者でにぎわった
南綾瀬地区センターまつり

東
新
小
岩
分
会
は
岩
井
海
岸
へ
地
曳
き
網

飯塚分会恒例のバス旅行 今年は諏訪湖へ 天竜川の舟下り

（２）第６４０号建 設 者２００９年１１月１６日


